
(57)【要約】

【課題】　従来のこのような超音波診断装置では、特に

バッテリーを使用した場合は、待機時間に発振器及び受

信機を動作して表示装置に表示するようにしているため

、バッテリーの使用時間が短いという問題があった。

【解決手段】　ＣＰＵからなる制御装置１に発振機能１

ａ、受信機能１ｂが接続された切り替え回路１ｃが接続

され、又、受信機能１ｂにＡ／Ｄ変換機能１ｄが接続さ

れ、さらに、切り替え機能１ｃに複数の超音波振動子２

が接続され、さらに、複数の超音波振動子２のいずれか

１つの着目した超音波振動子の送受信を監視するタイマ

機能を設けた監視機能１ｅが設けられ、又、Ａ／Ｄ変換

機能１ｄに画像処理回路３が接続され、画像処理回路３

に表示装置４が接続されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 に 接 触 さ せ て 超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 と 、 該 複 数 の 超 音 波 振 動 子
に 順 次 発 振 信 号 を 送 信 す る 切 り 替 え 機 能 を 介 し て 接 続 さ れ た 発 振 機 能 、 前 記 切 り 替 え 機 能
に 接 続 さ れ た 受 信 機 能 、 該 受 信 機 能 か ら の 受 信 出 力 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る Ａ ／ Ｄ 変 換
機 能 を 設 け た Ｃ Ｐ Ｕ か ら な る 制 御 装 置 と 、 該 制 御 装 置 の 前 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 機 能 の 出 力 を 画 像
処 理 す る 画 像 処 理 回 路 と 、 該 画 像 処 理 回 路 の 出 力 を 表 示 す る 表 示 装 置 と か ら な る 超 音 波 診
断 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 装 置 に 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の い ず れ か １ つ に 着 目 し て 、 受
信 信 号 を 監 視 す る 監 視 機 能 が 設 け ら れ 、 通 常 モ ー ド で は 、 前 記 制 御 装 置 の 前 記 監 視 機 能 で
前 記 受 信 機 能 を 監 視 し て 、 前 記 着 目 し た 受 信 信 号 に 一 定 時 間 以 上 変 化 が な い か ど う か を 監
視 し 、 前 記 着 目 し た 受 信 信 号 に 変 化 が な け れ ば 、 待 機 モ ー ド に 移 行 し て 、 前 記 監 視 機 能 か
ら 前 記 画 像 処 理 回 路 及 び 表 示 装 置 の 電 源 を オ フ に し 、 前 記 監 視 機 能 か ら 前 記 着 目 し た １ つ
の 超 音 波 振 動 子 に 数 秒 間 隔 で 前 記 発 振 機 能 及 び 前 記 受 信 機 能 よ り 送 受 信 し て 、 前 記 着 目 し
た 超 音 波 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 に 変 化 が あ る か ど う か を 監 視 し 、 変 化 が あ る 場 合 、 前 記 画
像 処 理 回 路 及 び 前 記 表 示 装 置 に 電 力 を 供 給 し 、 前 記 通 常 モ ー ド に 移 行 す る こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 医 療 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 待 機 時 に 電 力 を 消 費 し な い よ う に し た バ ッ テ リ ー を 内 蔵 す る 超 音 波 診 断 装 置
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 被 検 体 に 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 接 触 し 、 こ の 複 数 の 超 音 波 振 動 子 に 切 り 替 え 回 路
に よ っ て 発 振 器 か ら 順 次 発 振 信 号 を 送 信 し 、 又 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 で 被 検 体 か ら の エ コ
ー を 検 出 す る た め に 、 切 り 替 え 回 路 に 受 信 機 が 接 続 さ れ 、 受 信 機 か ら の 受 信 出 力 を Ａ ／ Ｄ
変 換 器 で デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 こ の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 の 出 力 を 画 像 処 理 回 路 で 画 像 処 理 し て
、 こ の 画 像 処 理 回 路 の 出 力 を 表 示 装 置 で 表 示 す る よ う に し た 超 音 波 診 断 装 置 が 提 案 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 特 に バ ッ テ リ ー を 使 用 し た 場 合
は 、 待 機 時 間 に 発 振 器 及 び 受 信 機 を 動 作 し て 表 示 装 置 に 表 示 す る よ う に し て い る た め 、 バ
ッ テ リ ー の 使 用 時 間 が 短 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 願
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 待 機 時 間 に も 装 置 を 動 作 し て い る た め に 、 バ ッ テ リ ー の 使
用 時 間 が 短 い と い う 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 制 御 装 置 に 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の い ず れ か １ つ に 着 目 し て 、 受 信 信 号 を 監
視 す る 監 視 機 能 が 設 け ら れ 、 通 常 モ ー ド で は 、 制 御 装 置 の 監 視 機 能 で 受 信 機 能 を 監 視 し て
、 着 目 し た 受 信 信 号 に 一 定 時 間 以 上 変 化 が な い か ど う か を 監 視 し 、 着 目 し た 受 信 信 号 に 変
化 が な け れ ば 、 待 機 モ ー ド に 移 行 し て 、 監 視 機 能 か ら 画 像 処 理 回 路 及 び 表 示 装 置 の 電 源 を
オ フ に し 、 監 視 機 能 か ら 着 目 し た １ つ の 超 音 波 振 動 子 に 数 秒 間 隔 で 発 振 機 能 及 び 受 信 機 能
よ り 送 受 信 し て 、 着 目 し た 超 音 波 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 に 変 化 が あ る か ど う か を 監 視 し 、
変 化 が あ る 場 合 、 画 像 処 理 回 路 及 び 表 示 装 置 に 電 力 を 供 給 し 、 通 常 モ ー ド に 移 行 す る
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 待 機 モ ー ド に お い て 、 画 像 処 理 回 路 及 び 表 示 装 置 へ の 電
力 供 給 を オ フ に す る こ と に よ り 待 機 モ ー ド の 消 費 電 力 を 少 な く し て 、 バ ッ テ リ ー の 使 用 時
間 を 長 く す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で 、 Ｃ Ｐ Ｕ か ら な る 制 御 装 置 １ に
発 振 機 能 １ ａ 、 受 信 機 能 １ ｂ が 接 続 さ れ た 切 り 替 え 回 路 １ ｃ が 接 続 さ れ 、 又 、 受 信 機 能 １
ｂ に Ａ ／ Ｄ 変 換 機 能 １ ｄ が 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 切 り 替 え 機 能 １ ｃ に 複 数 の 超 音 波 振 動 子 ２
が 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 ２ の い ず れ か １ つ の 着 目 し た 超 音 波 振 動 子 の 送
受 信 を 監 視 す る タ イ マ 機 能 を 設 け た 監 視 機 能 １ ｅ が 設 け ら れ 、 又 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 機 能 １ ｄ に
画 像 処 理 回 路 ３ が 接 続 さ れ 、 画 像 処 理 回 路 ３ に 表 示 装 置 ４ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 例 で は 、 ま ず 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 ２ が 被 検 体 に 接 触 さ れ
、 制 御 装 置 １ の 発 振 機 能 １ ａ か ら 順 次 発 振 信 号 が 出 力 さ れ る と 、 切 り 替 え 機 能 １ ｃ に よ っ
て 複 数 の 超 音 波 振 動 子 ２ に 順 次 発 振 出 力 を 印 加 す る こ と に よ り 、 発 振 出 力 が 印 加 さ れ た 超
音 波 振 動 子 か ら 順 次 超 音 波 が 出 力 さ れ 、 こ の 超 音 波 の 反 射 波 が 順 次 超 音 波 振 動 子 に 入 力 さ
れ る の で 、 発 振 機 能 １ ｂ で 受 信 し て 増 幅 さ れ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 機 能 １ ｄ で ア ナ ロ グ 信 号 が デ ジ
タ ル 信 号 に 変 換 さ れ て 、 画 像 処 理 か ら ３ に 入 力 さ れ て 画 像 信 号 に 変 換 さ れ 、 表 示 装 置 ４ で
表 示 さ れ る よ う な 通 常 モ ー ド が 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 超 音 波 振 動 子 ２ が 被 検 体 か ら 離 さ れ た 場 合 、 こ の ま ま 画 像 処 理 回 路 ３ 及 び 表 示
装 置 ４ で 電 力 を 消 費 し た す る と 、 バ ッ テ リ の 消 費 が 大 き く 、 長 時 間 使 用 で き な い の で 、 本
実 施 例 で は 、 制 御 装 置 １ に 複 数 の 超 音 波 振 動 子 ２ の い ず れ か １ つ を 着 目 し た 超 音 波 振 動 子
の 送 受 信 を 監 視 す る 監 視 機 能 １ ｅ が 設 け ら れ 、 こ の 監 視 機 能 １ ｅ は 、 通 常 モ ー ド で は 、 タ
イ マ 機 能 １ ｆ に よ っ て 、 着 目 し た い ず れ か １ つ の 超 音 波 振 動 子 の 受 信 機 能 で 受 信 さ れ た 受
信 信 号 に 一 定 時 間 以 上 変 化 が な い か ど う か 監 視 し 、 タ イ マ 機 能 １ ｆ で 予 め 決 め ら れ た 時 間
以 上 に 受 信 信 号 に 変 化 が な い の で 、 監 視 機 能 １ ｅ は 、 装 置 が 待 機 モ ー ド で あ る こ と を 検 知
し て 、 画 像 処 理 回 路 ３ 及 び 表 示 装 置 ４ へ の 電 力 を 遮 断 す る と と も に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子
２ の い ず れ か １ つ を 着 目 し た 超 音 波 振 動 子 の 送 受 信 を 監 視 し 、 受 信 信 号 に 変 化 が あ れ ば 、
通 常 モ ー ド に 入 っ た こ と を 検 知 し て 、 画 像 処 理 回 路 ３ 及 び 表 示 装 置 ４ に 電 力 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 実 施 例 で は 、 こ の よ う に 、 通 常 モ ー ド と 待 機 モ ー ド を 複 数 の 超 音 波 振 動 子 ２ の い ず れ
か １ つ の 超 音 波 振 動 子 に 着 目 し て 、 そ の 超 音 波 振 動 子 の 送 受 信 を 監 視 す る こ と に よ り 、 通
常 モ ー ド 時 に は 、 そ の 超 音 波 振 動 子 の 受 信 信 号 に 変 化 が な い か ど う か を 監 視 し て 、 変 化 が
検 知 さ れ な け れ ば 、 待 機 モ ー ド の 動 作 状 態 す る 移 行 す る こ と に よ り 、 画 像 処 理 回 路 ３ 及 び
表 示 装 置 ４ へ の 電 力 を 遮 断 し て 、 電 力 を 省 力 化 す る こ と が で き 、 着 目 し た １ つ の 超 音 波 振
動 子 の 受 信 信 号 に 変 化 が あ れ ば 、 通 常 モ ー ド に 移 行 し て 、 通 常 の 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 を
す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 実 施 例 で は 、 バ ッ テ リ を 使 用 し た 例 を 説 明 し た が 、 商 用 電 源 を 使 用 し た 場 合 で も 、 電
力 を 省 力 化 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 制 御 装 置
　 １ ａ 　 　 　 　 　 　 　 発 振 機 能
　 １ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 受 信 機 能
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　 １ ｃ 　 　 　 　 　 　 　 切 り 替 え 機 能
　 １ ｄ 　 　 　 　 　 　 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 機 能
　 １ ｅ 　 　 　 　 　 　 　 監 視 機 能
　 １ ｆ 　 　 　 　 　 　 　 タ イ マ 機 能
　 ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 画 像 処 理 回 路
　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 表 示 装 置

【 図 １ 】
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